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1. サンプルの設定方法 
 

１．サンプルプログラムのフォルダーイメージ 

 

 

ｻﾝﾌﾟﾙﾃﾞｰﾀの格納場所 

ｲﾝﾎﾟｰﾄ用のXMLﾃﾞｰﾀの格納場所 

画像ﾌｧｲﾙの保存場所 

eDeveoper V10のｿｰｽﾌｧｲﾙ 

ｽﾀｲﾙｼｰﾄの格納場所 

２．ED のフォルダーを eDeveloper V10 の下のフォルダーにコピー 

 

３．Microsoft SQL Server にﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを作成 

 

  

SQL Server Enterprise Managerを使いﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを作成する。 
下記の例ではEＤsampleの名前でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを登録する。 
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5  1 サンプルの設定方法

４．Magic eDeveloper V10 でｻﾝﾌﾟﾙｼｽﾃﾑ用のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを設定する 

 
 

 

５．ｼｽﾃﾑを起動する 

②EDsampleを下記のように設定します。 

③ﾌﾟﾛﾊﾞﾃｨを開きﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｻｰﾊﾞ、ﾕｰｻﾞｰ名、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力 

① ｻﾝﾌﾟﾙｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開きます。

①ｵﾌﾟｼｮﾝ→設定→ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを選択 

  

② ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを実行します。 

 

 



 

③ ﾃﾞｰﾀの初期化をする。 

Ｆ１２を押しますと、ﾎﾞﾀﾝ形式のﾒﾆｭｰが下記のように表示されます。 

 

 ④ 受注取引画面参照を選択して表示されるかの確認をする。 

   

ﾃﾞｰﾀ初期化の完了後、下記の画面が表示されます。 

ﾃﾞｰﾀ初期化を選択してﾃﾞｰﾀを取り込みます 
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2. 受注登録 
 
１． 受注フロー 

① 顧客からの注文書を受領 

② 注文書をもとに受注入力 

③ 入力した受注データを受注入力画面参照でﾁｪｯｸ 

④ 入力した受注データを受注報告書でﾁｪｯｸ 

⑤ 受注確認書の出力 

⑥ 受注残高を画面でﾁｪｯｸ 

⑦ 受注残高を画面から非表示・表示の作業 

 

 

 
 



 

２． E-R 図 
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9  2 受注登録

2.1. 1 対N関係のデータ表示（サブフォームの説明） 
Magic では、親子タスクでヘッダレコードと明細レコードを表示させる画面設計が良く使われます。このような場合、従来は ファ

ントムタスク としてプログラムを作りましたが、これには独特のプログラミング技法と、微妙な画面設計が必要でした。サブフォ

ーム は、ファントムタスクを、より簡単に作りやすくする、V10 の新機能です。 

2.1.1. 受注入力でサブフォームを使用して詳細部分を作成・修正・照会 

下記の手順に従ってフォームを開いてみます。 

1. CREOF_S_受注入力ヘッダをハイライト。 

  

次にフォームを選択します。 

  

2. 受注入力を選択しますと下記の画面が表示されます。 

受注ヘッダーの入力フォーム 

受注入力詳細-サブフォーム 

  

 
 



 

3. データを表示しますと下記のイメージになります。 

  

ヘッダー部１レコードに対して詳細部は複数のレコードから構成されています。 

ヘッダーと詳細をつなぐキーは受注番号です。 
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2.1.2. サブフォームをフォームに配置 

1. オンラインの GUI フォームをフォームエディタで開きます。 

コントロールパレットから、サブフォーム コントロールを選びます。 

 

 

2. フォーム上にドロップします。 

(ア) サブフォームコントロールをフォームにドロップし、サイズを適当に変更します。 

(イ) 実行時にこのサブフォームの中にサブタスクの画面が表示されます。 

 

 

 

 
 



 

3. フォームに合わせて調整します。 

   

4. コントロール特性の設定 

接続先およびプログラム/タスク番号特性は,このサブフォーム中に表示させるタスクの指定を行います。接続先特性は、S=サブタ

スク あるいは P=プログラムのいずれかであり、プログラム/タスク番号 は,呼び出すプロラム番号（P=プログラムの場合)、あるい

は サブタスクの番号（S=サブタスクの場合）を指定します。パラメータ特性ではズームしてパラメータテーブルを開き、呼び出 

すタスク／プログラムに渡すパラメータを指定します。   

5. サブタスクコントロールのコントロール特性を開きます。 

   

 

   

 

接続先の選択 ・ｻﾌﾞﾀｽｸの選択 ・ﾊﾟﾗﾒｰﾀの選択  
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2.1.3. 子タスクをサブフォームにあわせる 

1. CREOF_S_受注入力詳細を選択する。 

  

2. フォームを選択して注文行をクリックします。  

 

親タスクと子タスクのフォームは、正確に一致させる必要はありません。だいたい合っていれば、Magic が実行時

に自動的にサイズを調整してくれます。 
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2.1.4. サブフォーム タスク実行ルール 

1. サブフォームで指定されているプログラムあるいはサブタスク(サブフォームタスク)は、以下のタイミングで呼

び出されます。 

 親プログラムが起動され、親タスクの最初のレコード前処理が終了した直後。 

 親タスクでのタブの移動で、サブフォームタスクコントロールに達したとき。 

 ユーザがサブフォームタスク上の画面領域をクリックした場合。 

2. サブフォームタスクが起動されたときには、次のことが起こります。 

① フォーカスはサブフォームタスクに移動します。 

② ユーザがサブフォームタスクのパーク可能なコントロール上でクリックした場合には、そのコントロ

ールにカーソルが移動します。それ以外の場合には、タブ順序で最初のコントロールにカーソルが

移動します。 

③ タスク前処理が実行されます。 

④ レコード前処理が実行されます。 

⑤ コントロール前処理ハンドラが定義されていれば、それが実行されます。 
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2.1.5. サブフォームタスクの特性 

1. サブフォームコントロールから呼び出される場合、そのタスクは次のようなタスク特性を持っているものとして

実行されます。 

タスク特性パラメータ 値 

ウインドウ消去 No 

前画面表示 Yes 

アイコンファイル名 無視される

 

2. その他の注意点は以下の通りです。 

 子タスクのトランザクションモードが W=親と同一、あるいは D=遅延 となっている場合には、サブフォー

ムタスクは、あたかも 同期 が Yes として設定されたコールコマンドで呼び出されたのと同様に動作し

ます。 

 サブフォーム タスクを呼び出す場合、親タスクのレコードのロックはかかりません。即ち、コールコマンド

の「ロック」パラメータ ＝ 「No」として呼び出した場合と同じです。 

 

3. サブフォームタスクの終了ルール 

サブフォームタスクは、次のタイミングで終了します。 

 ユーザーがサブフォームコントロールの外の領域でクリックした場合。 

 C:閉じる イベントが発行されたとき。  

 終了条件が真になったとき。 

 親タスクが終了したとき。 

 

4. サブフォーム タスクが終了するとき、次のようなことが行われます。  

 現在パークしているコントロールにコントロール後処理が定義されていたら、それを実行します。 

 レコード後処理が実行されます。 

 タスク後処理が実行されます。 

 フォーカスが親タスクに戻り、カーソルは TAB 順序に従い、サブフォームコントロールの次のコントロー

ルに移ります。 

※サブフォーム コントロール自体に、コントロール前処理/後処理/検証 などのハンドラを定義すること

はできません。 

 

5. サブフォームの自動再表示 

サブフォームの内容は、次の条件が両方満たされている場合に自動的に再表示されます。 

 サブフォーム コントロールの自動再表示特性が Yes になっていること。 No になっている場合には、自

動再表示はされません。 

 親タスクの処理の結果として、パラメータとしてサブフォーム タスクに渡される値に変更があった場合。

親タスクの項目に変更があり、サブフォームタスクがその項目を参照していたとしても、パラメータとして

渡されていない場合には、自動再表示はされません。 
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6. サブフォーム再表示イベント 

サブフォーム再表示イベントを発行すると、そのタスクに配置されているサブフォームタスクが、強制的に再

表示させられます。 

例えば、親タスクで検索条件を設定し、サブフォームタスクで検索結果を表示させるよ 

うなプログラムでは、ユーザがパラメータをすべて入力した後に検索をかけたい、という場合が多いと思い

ますが、このような場合に、自動再表示特性を No にしておいて、検索ボタンなどにサブフォーム再表示イ

ベントを割り当てておくことで、そのような動作をさせることができるようになります。 

 

7. パラメータ 

サブフォーム再表示 イベントには、サブフォームコントロール名というパラメータがあります。イベント実行 

コマンドで サブフォーム再表示 イベントを発行する場合には、パラメータテーブルでこのパラメータを与え

ることができます。 

 

他の内部イベントと同様に、サブフォーム再表示イベントは非同期で実行されます。このため、イベント実行 

コマンドの ウェイト パラメータは No (内部イベントを選択した場合のデフォルト値)にしておかなければなり

ません。ウェイト を Yes にした場合には、イベントの効果はありません。 

 

8. サブフォーム再表示 イベントに対するイベント ハンドラを定義する場合には、パラメータも共に定義するか

どうかを聞かれます。Yes と答えると、サブフォームコントロール名という名前のパラメータが定義されます。 
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2.2. マルチユーザ対応 
Magic では、不正更新を防止するためのロック機能を備えています。複数ユーザが同時アクセスする

可能性のあるテーブルを使うタスクでは、レコードレベルのロックが必要です。 

2.2.1. レコードロック機構 

Magic のレコードレベルのロック機構は、「ロック方式」パラメータにより制御されます。オンラ

インのデフォルト値は「O=入力時」であり、この設定の場合、次のようにロックがかかります。 

1. レコードロックのかかるタイミング 

 ユーザがキー入力などを行って、レコードを修正したとき。ズームにより顧客選択プログラムから顧客を

選択した場合にもロックがかかります。  

 あるいはコール特性の「ロック」=Yes のコールコマンドが実行されたとき。  

2. レコードロックの対象になるレコードは、以下のものです。 

 メインテーブルの中の、現在カーソルのあるレコード  

 リンクコマンドによりリンクされたレコード (ただし、リンク特性で「アクセス」＝「W＝書出」

かつ「共有」＝「W=書出」となっているものだけ。たとえば、「アクセス」が「R=読込」になっ

ているものは、リンクされたレコードがロックされない)。  

2.2.2. 受注登録プログラムの構成 

受注登録はメモリーテーブルと実テーブルを使用してのマルチユーザー対応です。 

 

1. 登録 

新規に受注データをヘッダ部分、詳細部分に入力しますと、メモリーテーブルにデータが登録されます。受注

登録画面の登録ボタンをクリックしますと、メモリーテーブルにあるデータが実データに登録されます。新規

の受注番号も同時に登録されます。 

2. 修正 

修正ボタンをクリックすると受注登録画面が修正モードに変わります。同時に実データの最後に登録した受

注データを修正モードの画面に実データテーブルからメモリーテーブルに登録します。画面上で修正した情

報は実テーブルに登録されます。 

 
 



3. 照会 

照会ボタンをクリックすると受注登録画面が照会モードに変わります。同時に実データの最後に登録した受

注データを照会モードの画面に実データテーブルからメモリーテーブルに登録します。 

2.2.3. マルチユーザ化への対応 

1. 方針 

 複数ユーザでの受注登録をできるようにする。(同一顧客を参照する受注登録もできるし、同一商品を参

照する受注登録もできる)  

 受注登録プログラムで既存の受注データの変更もできるが、この場合には、複数のユーザが同時に同

一の受注データを編集することはないものとする (運用上の決め事)。  

 ロック待ちになる期間をできるだけ作らないようにする。  

 不正更新(データ不整合)を行わないようにする。  

 

2. マスタファイルのロック防止 

受注登録でリンクされているマスタファイルは ER 図でも表示していますが、下記のとおりです。   

   

① 受注登録の受注ﾍｯﾀﾞには顧客ﾏｽﾀ、出荷先ﾏｽﾀ、担当者ﾏｽﾀ、決済条件ﾏｽﾀ、消費税ﾏｽﾀがﾘﾝｸさ

れています。 

② 受注登録の受注詳細には商品ﾏｽﾀ、単位ﾏｽﾀ、課税区分ﾏｽﾀがﾘﾝｸされています 
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③ 各ﾏｽﾀのﾃﾞｰﾀｿｰｽのｱｸｾｽ設定がＲ＝読込であることを確認、若しくは変更する。 

読込専用になりますので、ロックがなくなります。 

 
 

 

3. メモリテーブル使用 

受注ヘッダ、受注詳細の登録はﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの Memory を使用しています。 Memory は各ﾕｰｻﾞｰ毎に割り当て

られます。Memoryはﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰのﾃﾞｰﾀ領域なので、Magic eDeveloper V10 を終了すると、ﾃﾞｰﾀはなくなります。 

 

① 受注データは登録ボタンをクリックするまで、Memory に格納されています。登録ボタンをクリックした時

点で新規の受注番号を取得して実データに Memory のデータが更新されます。 

② 受注番号取得のプログラム。 

下記のプログラムが受注番号を取得します。 

 RETBF_ｶｳﾝﾀ値取得 

1. ﾃﾞｰﾀｿｰｽのｱｸｾｽ方法はＷ＝書出です。受注番号ﾏｽﾀの番号を１＋で更新します。 

2. 更新中は共有方法はＮ＝なしです。排他ロックモードになります 

3. あるﾕｰｻﾞｰが更新している最中は他のユーザはｱｸｾｽできない状態です。ですが、更新は一瞬です。他の 

  ﾕｰｻﾞｰは更新が終了するまで待つ状態ですがその状態をたもつのがエラー発生時をＲ＝復旧にすることです。 

 

2 

3

1 
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2.2.4. ＳＱＬマルチユーザ化への対応 

マルチユーザ環境下で動作するシステムを作成する上では、ロックと不正更新についてよく考慮する必要がありま

す。 

 
１． ロックとトランザクションに関する扱いの違い 

Pervasive のような ISAM 系の DBMS と、MS-SQL、Oracle、DB2/UDB のような リレーショナル DBMS 

(RDBMS) とは、さまざまな違いがありますが、Magic でアプリケーションを設計していく上では、ロックとトラン

ザクションの違いを正しく把握しておくことが重要です。 

以下に、ISAM DBMS と SQL DBMS における ロックとトランザクション(物理トランザクション)の扱いの違いを

まとめておきます。 

項目 
ISAM DBMS  

(トランザクションを使わない場合) 
SQL DBMS 

トランザクションの利用 トランザクションを使わなくとも良い。 必須。 

ロック前のトランザクション開始 トランザクションなしでもロックはかけ

られる。 

ロックに先立って、トランザクション

の開始が必須。 

アンロック レコード単位でロック、アンロックを任

意のタイミングで行える。また、ファイ

ルのクローズ時にそのファイルのレコ

ードのロックはすべてアンロックされ

る。 

トランザクションの終了(コミット、ロー

ルバック)時に、すべてのロックが一

度に解除される。レコード単位、テー

ブル単位でのアンロックはできな

い。 

更新レコードのロック 更新されたレコードはすぐにアンロッ

クされる。 

更新されたレコードは、トランザクシ

ョンが終了するまでロックされたまま

になる。 

以上のような違いがあることから、一般に、SQL DBMS を使った場合のほうがレコード・テーブルがロックされ

ている期間が長くなり、複数ユーザ間のロックの衝突によるロック解除待ちの可能性が大きくなりがちです。こ

のため、SQL DBMS を使う場合には、特に、ロック期間を極力短くするプログラム上の工夫が必要になりま

す。 
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2.2.5. 遅延トランザクションを使う方法 

受注登録プログラムを SQL・マルチユーザ対応にするには、いろいろな方法がありますが遅延トランザクションを

用いた例を説明します。 

1. 顧客ファイルおよび商品ファイルでのレコードロック待ちを回避したい 

リンクされている顧客ファイル、商品ファイルにもレコードロックがかかるので、同一の顧客に対し、あるいは

同一の商品を参照して登録している場合には、レコードロック待ちが起こります。これを回避するために、受

注登録プログラムでは、遅延トランザクションを用います。 

 設定 

 

 
 

 効果 

 ロックがかからなくなるので、ロック解除待ちで止まることがなくなります。  

 DBMS でのトランザクションの期間を極力短時間に抑えられます。  

 子タスクでは、親タスクのトランザ

クション中で動作させるので、トラ

ンザクションモードは「W=親と同

一」とします。 

 親タスクで、トランザクションモード＝

「D=遅延」、トランザクション開始＝

「P=レコード前処理の前」にします。 

 オンラインの場合、「ロック方式」は

「N=なし」にします。 

 



2.3. ボタン・イベントの説明 
受注登録プログラムではボタンをイベントと関連付けて目的に合った処理が実行されます。 

 

2.3.1. 終了ボタン・取消ボタン 

 

各ボタンの説明 

② 受注取引画面参照から受注登録を起動したときはボタンは終了と表示されます。 

③ ボタン表示の条件式。 

上記の意味は: 

②PI_受注番号（他プログラムからﾊﾟｽされた番号）が存在する場合か 

①納品予定日が未入力の場合は｢終了」を表示し、それ以外は「取消」と

表示します。 

① 登録時に納品予定日に日付が入力されるとボタンのﾗﾍﾞﾙが終了から取消に変更になります。 
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2.3.2. 登録ボタン 

 

① 登録時に詳細部分で１レコード作成した時点でグレーボタンから登録ボタンが有効になります。

2.3.3. 修正ボタン 

 

修正ボタンが有効状態の条件はモードが作成モードか修正モードでパス値(PI_受注番号)がブランク

の時 

① 修正ボタンが有効になる条件は受注登録画面が作成モードの時です。作成モードで入力を始めると

修正ボタンはグレーに変わります。 

② 修正ボタンをクリックするとボタンラベルが「登録に戻る」に変更されます。画面は修正モードになりま

す。 

下記がボタンレベルの表示の条件です。 

2.3.4. 削除ボタン 

 

① 削除ボタンは修正ボタンをクリックした時点で有効になります。 

削除ボタンが有効になる条件は受注登録画面が修正モードの時です。 

 
 



2.3.5. 照会ボタン 

 

① 照会ボタンが有効になる条件は受注登録画面が作成モードの時です。作成モードで入力を始めると

照会ボタンはグレーに変わります。 

2.3.6. 受注確認書ボタン 

 

2.3.7. 検索ボタン 

 

照会ボタンが有効状態の条件はモードが作成モードか照会モードでパス値(PI_受注番

号)がブランクの時 

② 照会ボタンをクリックするとボタンラベルが「登録に戻る」に変更されます。画面

は照会モードになります。 

下記がボタンレベルの表示の条件です。 

① 受注確認書ボタンが有効になる条件は受注登録画面が照会モードか修正モードの時です。 

   登録モードに変更しますとボタンはグレーに変わります。 

下記の有効になる条件です。 

   登録モードに変更しますとボタンはグレーに変わります。 

① 検索ボタンが有効になる条件は受注登録画面が照会モードか修正モードの時です。 

下記の有効になる条件です。 
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2.4. 受注登録プログラム内のパラメータ・変数（フラグ） 
受注入力プログラム内のパラメータと変数の説明をします。 

2.4.1. パラメータ：外部から受取り処理する場合 

 

1. PI_受注番号 

PI_受注番号は外部プログラムから受注番号の値がパスされます。もし PI_受注番号の値がブランク

であれば受注入力プログラムのモードは登録モードです。PI_受注番号に値が存在すれば、外部プ

ログラムから値がパスされています。この場合の外部プログラムは INQOG_受注取引画面参照です 

 

照会ボタン、修正ボタンをクリックすると画面参照内で指定している受注番号が受注登録プログラムに

パスされて受注登録プログラムに受注番号で絞り込まれたデータが表示されます。上記は照会モード

の例です。 

 

 



 

2. PI_ﾓｰﾄﾞ切替ﾌﾗｸﾞ 

受注登録画面のモードを指定するためのﾌﾗｸﾞです。 

ﾌﾗｸﾞ モード 説明 使用状況 

C 登録モード 受注登録プログラムを起動したときのデフォルトモード 内部タスクのみで使用 

M 修正モード 修正ボタンをクリックした時のモード 内部・外部タスクで使用 

Q 照会モード 照会ボタンをクリックした時のモード 内部・外部タスクで使用 

INQOG_受注取引画面参照からは Q か M がパスされます。 

 

 PI_ﾓｰﾄﾞ切替ﾌﾗｸﾞを基にタスクのモードを変更します。CREOF_S_受注入力ヘッダのモードは下記の

初期モードに E=式で条件を埋めこみモードを指定しています。 

 

 上記の条件式は CREOF_S_受注入力ヘッダのものですが、CREOF_S_受注入力詳細の条件は下記

のとおりです。 
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2.4.2. 変数：内部で使用し処理する場合 

 

 

1. VS_コントロールフラグ 

VS_コントロールフラグを用いて下記の操作をします。 

フラグ 説明 

A データの追加 

D データの削除 

P 受注確認書出力 

 

2. VS_受注番号 

受注番号を保持し、この値を基に実テーブルから情報をメモリーテーブルにコピーしたりメモリーテ

ーブルから実テーブルに情報をコピーしたりします。 

3. VS_受注存在チェック 

実テーブルにデータが存在するかをチェックするために使うフラグ。 

4. VS_実行 

データを登録する時とデータを削除する時に使うフラグ。フラグが TRUE であれば実行する。 



2.5. ズームプログラム 

 

下記の受注登録画面でコールされるズームプログラムは①顧客、②出荷先、③担当者、④決済条件、⑤商品、⑥課税区分になります。 

⑥⑤ 

① ②

③ ④

 

2.5.1. 顧客マスタズーム 

下記が顧客マスタズームの照会画面です。 

 

①

②

① 検索エリア 

顧客ｺｰﾄﾞか顧客名を入力してタブキーを押しますと入力した情報を基に位置付をします。 

レコードの選択は選択ボタンをクリックするかエンターキーを押しますと、レコードが選択され

受注登録画面に戻ります。 
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② データ表示エリア 

検索した結果がデータ表示エリアに位置付されます。 

カーソルを移動してレコードの選択ができます。 

2.5.2. 出荷先マスタズーム 

 

2.5.3. 商品マスタズーム 

下記が商品マスタズームの画面です。構成は顧客マスタズームと同じです。 

 

出荷先が０：このレコードは修正不可です。（請求先・出荷先が同じ）顧客マスタ入力で新しい顧

客情報を登録しますと、出荷先マスタにも自動的に情報が追加されます。 

登録ボタン：クリックしますとデータが追加されます。 

修正ボタン：クリックしますと画面が修正モードになり出荷先コードが０以外のレコードが修正でき

ます。 

選択ボタン：レコードを選択します。 

①

②

 
 



① 検索エリア 

商品ｺｰﾄﾞか商品名を入力してタブキーを押しますと入力した情報を基に位置付をします。 

レコードの選択は選択ボタンをクリックするかエンターキーを押しますと、レコードが選択され

受注登録画面に戻ります。 

 

② データ表示エリア 

検索した結果がデータ表示エリアに位置付されます。 

カーソルを移動してレコードの選択ができます。 

2.5.4. その他マスタズーム 

1. 担当者ﾏｽﾀｽﾞｰﾑ 

 

2. 決済条件ﾏｽﾀｽﾞｰﾑ 

 

3. 課税区分ﾏｽﾀｽﾞｰﾑ 
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2.6. 受注確認書の印刷 

2.6.1. 受注確認書の出力条件 

受注確認書を出力するには条件があります。受注登録の画面が修正モードか照会モードにする必要があ

ります。作成モードでは出力はされないようになっています。 

 

修正ボタン、照会ボタンをクリックすると受注確認書ボタンが使える状態になります。 

2.6.2. OF_受注確認書プログラム 

ビューフラグをパスして情報をプリンターに印刷するか画

面に表示するかの動作が行われます。 

 

 OF_受注確認書プログラムは受注番号を受注登録プログラムからパスされて起動します。 

 OF_受注確認書プログラムには印刷・プレ
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 ﾌﾞﾗﾝｸ行の出力は下記の要領で出力します。 

 

① PI_受注番号 - 受注登録プログラムからパスされ範囲指定がされます。 

② PI_印刷・ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ - ﾌﾟﾘﾝﾀｰに印刷するか画面に表示するかの動作をします。 

ﾌﾞﾗﾝｸ行を出力するにはWhileを使い行番号がﾍﾟｰｼﾞ毎の行数より小さ

ければﾌﾞﾗﾝｸ行を出力します。 
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3. 明細行で挿入・削除時に行番号を付け直す 

 

 

3.1. 削除の場合 

 

受注詳細の行番号を削除したときと追加したときの構造を説明します。 

 修正モードで行ラインをF3で削除すると行番号を登録し直します。 

 

 

 
 



 
 

 

3.2. 追加の場合 

 

 受注詳細レコードを削除しますとCREOF_S_行番号繰上げが起動して行番号を再登録します。 

レコードを追加する場合はカーソルをテーブルの最後に移動すると登録モードになり行番号がアサインされます。

カーソルがテーブルの最後にない場合に追加したい場合はＦ４を押しますと、登録モードになります。 
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4. 受注番号の歯抜けを防ぐ方法 
 
SQL およびマルチユーザに対応したサンプルプログラム 「受注登録 (遅延+差分更新)」 では、カーソルが子タスクに移る直

前に連番生成プログラムが呼び出されます。これは、親子のレコードの関連をつけておくために、受注番号をこのタイミングで

決めておく必要があるからです。 

この方法の問題点は、ユーザが入力を途中でキャンセル(ロールバック)した場合に、連番の歯抜けが起こることです。 

4.1. レコード後処理で番号を登録 
連番の歯抜けは、連番生成プログラムの呼び出しをレコード後処理で行うことにより防ぐことができます。 

 受注番号は、レコード後処理で連番作成プログラムを呼び出して確定するようにします。  

 親子のレコードの関係を維持するために、レコード後処理で受注番号が確定するまでは、仮の受注番号

を使います。  

 仮の受注番号は、各ユーザごとに異なるものである必要があります。  

 たとえば、仮の受注番号として、Term() ＋ (決まった値) を使います。ここで、Term()関数は、MAGIC.INI の 

Terminal パラメータの値を返しますので、仮の受注番号がユーザごとに異なる値にするために、Magic 起動

時のコマンドラインパラメータとして「/Terminal=1」などを指定してやる必要があります。また、「(決まった値)」と

いうのは、仮の受注番号が本物の受注番号とぶつからないようにするための下駄です。たとえば、7 桁の受注

番号の場合には 9000000 とかいう大きな値にしておきます。  

 別の方法として、もうひとつカウンターを設けて、仮連番の作成プログラムを作成します。仮連番と

本連番とのカウンターの初期値を同じにしておけば、仮連番は常に本連番よりは多く発行されるの

で、ぶつかることがなくなります。 

4.2. メモリーテーブルから実テーブルにデータを登録す

る時に番号を登録 
一旦メモリーテーブルにデータを登録し、その後実テーブルにデータを登録する。そのメモリーテーブルから

実テーブルに登録する際に新たな受注番号を取得しアサインする。 

 受注ヘッダ、受注詳細用のメモリーテーブルを設定します。データはメモリーテーブルに一旦登録しま

す。この時点では固有のユーザー用のメモリーテーブルに情報を登録していますので、他のユーザー

とはデータを共有していません。 

 受注ヘッダ、受注詳細用のメモリーテーブルから実テーブルの受注ヘッダ、受注詳細へデータを登録し

ますが、この時に受注番号マスタから新たな受注番号を取得します。プログラムでテーブルをアクセス

する方法は排他処理です。番号を取得している最中に他のユーザーがアクセスできない状態にします。

このタイミングは一瞬です。他のユーザーが待つことはほとんどありません。 



メモリーテーブル 

 受注データ 登録

受注番号取得 

実テーブル

 受注データ
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5. 一覧表示のプログラム 
 

5.1. ズームを選択して使う 
 下記の画面ｲﾒｰｼﾞが受注登録画面で使われるズームプログラムです。 

 

5.2. マスタメインテナンスで使う 
マスタメインテナンスで使用している画面照会は顧客マスタ、商品マスタ、決済条件マスタ、担当者マスタ、

課税区分マスタがあります。 

 下記が顧客マスタ照会プログラムです。 



 

 顧客マスタ照会プログラムは構成が顧客マスタズームプログラムと同じです。 

検索エリアとデータ照会エリアに分かれています。 

顧客ｺｰﾄﾞもしくは顧客名を入力してタブキーを押しますと位置付けがされます。 

 照会ボタンか修正ボタンをクリックしますと入力画面ｲﾒｰｼﾞでデータが表示されます。 

修正ボタンの場合は画面データの修正ができます。 

 

 削除ボタンをクリックした場合条件によってメッセージの表示がちがいます。 

削除可能な場合は削除か取消のボタンが表示されます。データに登録されている場合は「受注テーブ

ルに登録されていますので削除できません」と表示されます。 
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他のマスタ画面照会も同じような構成になっていますので、説明は割愛します。 



 

5.3. 取引参照で使う 
下記が受注取引画面参照です。 

 

① データ検索エリア 

受注番号、顧客ｺｰﾄﾞ、取引日か納品予定日にデータを入力してタブキーを押しますと関連する項

目の位置付けがされます。 

② 受注ヘッダ表示エリア 

受注ヘッダの情報がレコード形式で表示されます。 

③ 受注詳細表示エリア 

受注ヘッダに関連する受注詳細のデータが表示されます。 

④ 補足情報エリア 

受注ヘッダに関連する顧客情報、出荷先情報、担当者、決済条件、顧客発注番号、決済条件、摘

要が表示されます。 

 

 下記は受注取引画面参照の右下にありますボタンです。 

  
 

 削除ボタン 

削除ボタンをクリックすると受注ヘッダとそれに関連する受注詳細が削除されます。 削除を

する場合二段階になっています。 

削除ボタンをクリックすると下記のイメージが表示されます。 

削除ボタンをクリックすると受注ヘッダと詳細の削除が実行されます。 

 

 

④補足情報エリア 

③受注詳細表示エリア 

②受注ヘッダ表示エリア 

①データ検索エリア 
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 修正ボタン 

修正ボタンをクリックしますと受注登録画面が起動して、受注取引画面参照からパスされた受

注番号を基にデータが表示され、そのデータを基に変更が出来ます。 

 照会ボタン 

照会ボタンの機能は修正ボタンと同じですが、変更ができません。データを画面に表示する

だけです。 

 受注報告書ボタン 

受注報告書ボタンをクリックしますと受注報告書をﾌﾟﾘﾝﾀｰに出力するか画面表示かの選択が

あります。 次に範囲指定の画面が表示され、データの範囲指定をし受注報告書を出力しま

す。下記が出力のイメージです。 
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6. ボタンに関連づけるイベントの利用 
 

イベントは非常に柔軟性のある機能ですので、どういう状況でどういうイベントを定義・利用してよいのか迷うことが

あります。ここでは、プッシュボタンにイベントを関連づける場合、どのように定義・利用方法すればよいかについて

の指針をまとめます。 

6.1. イベント定義方法のバラエティ 
プッシュボタンに関連づけるイベントは、通常、次のいずれかを使うことになります。 

  ローカルユーザイベント グローバルユーザイベント 特定のユーザイベントで代表させる 内部イベント 

イベントの定義

場所 

特定のタスクのイベント

テーブルで、ユーザ定義

イベントとして定義 

メインプログラムのイベント

テーブルで、ユーザ定義イ

ベントとして定義 

メインプログラムでグローバルイベント

として定義した特定のユーザイベント

(「実行」など)をトリガとする。 

(システムで既定義) 

有効範囲 このタスクとそのサブタ

スクでのみ有効 

アプリケーション全体で有

効 

アプリケーション全体で有効 アプリケーション全体で有

効 (カーソルの位置やシ

ステム状態などにも依存

する) 

イベントハンドラ

定義 

このイベント名を指定 このイベント名を指定 このイベントと特定のコントロール名を

組み合わせることにより、実行すべき

処理を区別する。 

このイベントを指定する。

特定のコントロール名と組

み合わせることも多い。 

 

6.2. グローバルユーザイベント 
メインプログラムで下記のグローバルイベントを定義しています。 

メインプログラムで定義されているユーザイベントは、アプリケーション全体で有効なイベントです。 
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6.3. ローカルユーザイベント 
受注登録プログラムでは、ローカルユーザ定義イベントが三つ定義されています。これらのイベントは受注

登録タスクでだけ利用するイベントなので、このタスクとサブタスクでだけ有効なローカルユーザイベントとし

て定義されています。 

 

6.4. 内部イベント 
ZOMOF_顧客ﾏｽﾀｽﾞｰﾑの終了ボタンには、「E:終了」イベントが割り当てられています。このプッシュボタンを

押すと、タスクは終了します。 

 
 特定のユーザイベントで代表させる方法では、「実行」などの特定のユーザイベントの代わりに、「ズーム」「ユ

ーザアクション１」などの内部イベントを使うこともできます。 

 プッシュボタンに対して、「クリック」内部イベントをイベントハンドラでキャッチする方法を使っているアプリケー

ションがありますが、これは内部処理上問題が起こる可能性があるので、しないでください。 
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6.5. イベントの利用法 
以下にプッシュボタンの利用要件と、それに適したイベントとについてまとめます。 

要件 ローカルユーザイベント グローバルユーザイベント 「実行」で代表させる 内部イベント 

定のシステム機能(レコード削除、タスク

モード変更など)を実行させる 
× × × ○ 

プリケーション全体で有効な機能(印刷

などユーザ定義の機能)をトリガするイベ

ントを定義したい 

× 

○ 

モデルリポジトリでボタン

を定義しておくと便利 

×  

モデルリポジトリで使いたい (プッシュボ

タンに関連づけたい) 
× ○ ○ ○ 

メニューで利用したい × ○ × ○ 

ショートカットキーに関連づけたい 

○ ○ × 

○ 

キー割り当ては環境設定

で行う 

プログラムからもイベント発行してハンド

ラをトリガさせたい 
○ ○  ○ 

一箇所限りのボタンなのでいちいちユー

ザイベントを定義したくないが・・・ 

定義が必要  

特定のタスクで 

定義が必要  

メインプログラムで 
 

定義は不要 

(システムで既定義) 

カーソルがどこにあってもトリガさせたい 

○ ○ 

×  

イベントハンドラで指定

したコントロールでだけ

有効 

○ 

アプリケーションの多くの箇所で使うイベ

ントである。 

× 

特定のタスクおよびそ

のサブタスクでのみ有

効 

○ ○ ○ 

 

6.6. ボタンのラベル 
プッシュボタンのラベルは、以下のようなさまざまなところで定義することが可能です。 

 フォームエディッタ上、プッシュボタンの「書式」特性で (固定値指定、あるいは式で動的に可変)  

 タスクの変数定義の「デフォルト値」で  (固定値指定)  

 タスクの変数定義の「代入式」で (式で動的に可変)  

 プッシュボタンモデルの「書式」で (固定値指定)  

 項目モデル(プッシュボタンに関連づけてある)の「デフォルト値」で (固定値指定)  
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1. プッシュボタンの利用方法によって、どこで定義しておくのがベストかが変わります。以下に要件と定義すべ

き場所についてまとめます。 

要件 項目に関連づける 項目に関連づけない 

アプリケーション全体で、固定のラベルで同じ機能を有す

るプッシュボタンである (「閉じる」、「取消」など)。  

項目モデルの「デフォ

ルト値」に設定する。 

プッシュボタンモデルの「書式」

に設定する。 

特定のタスクだけで使うプッシュボタンであり、ラベルの

内容は固定。 

変数項目の「デフォル

ト値」に設定する。 

プッシュボタンコントロールの

「書式」に設定する。 

ラベルに表示する文字列が、状況に応じて動的に変化

する。 

変数項目の「代入式」

に設定する。 

プッシュボタンコントロールの

「書式」を「式」で設定する。 

2. 「終了」ボタン： 「終了」ボタンのような、アプリケーション全体にどこにでもあるボタンは、モデルリポジトリで

定義しておくのがベストです。 

 

3. 受注登録プログラムの「検索」ボタン： このサンプルでは、「検索」ボタンは「受注登録プログラム」でだけ利

用されています。特定のタスクだけに固有なボタンは、モデルで定義せず、タスクの中で定義します。 

 

 



 

4. 「受注登録プログラム」の「終了」ボタン： プログラムを開始した時点ではデフォルトが作成モードになってい

ます。その時点の終了ボタンのラベルは「終了」になっています。入力を開始しまして予定納品日を入力しま

すとボタンのラベルが取消を表示します。 若しくは受注取引画面参照から受注登録プログラムが呼ばれた

場合、PI_受注番号に値が代入されていますのでラベルが「終了」になります。このため、ボタンのラベルは固

定値では設定せず、セレクトコマンドの代入式で指定することにより、条件により異なるラベルが表示される

ようにします。 

 

6.7. ボタンに項目を関連づけておくべきか 
1. プッシュボタンは、データ項目(通常は変数)に関連づけておくこともできるし、関連付けなしで単体で利用する

ことも可能です。いずれの場合でも、プッシュボタンを押すと、それに割り当てられているイベントが発行され

るのですが、違いは、カーソルの移動が伴うか伴わないかにあります。 

2. 項目に関連付けされている場合にはカーソルの移動が起こり、それに伴いコントロール検証、コントロール後

処理・前処理、およびレコードメインで定義されているコマンドなどが、Magic エンジンのフローのルールにし

たがって実行されます。項目に関連付けられていない場合には、これが起こりません。 

3. 以下に関連付けありの場合となしの場合の動作の違いをまとめます。ここにあるように、カーソルのパークの

有無、リンクやコマンド実行の要不要にしたがって、どちらにするか選んでください。 

 

  項目に関連付けあり 関連付けなし 

Tab などでカー

ソルはパークす

るか？ 

する  

(Tab などでカーソルをボタン上に移動させ、Enter キーあるい

は空白バーを押すことにより、ボタンを押すことができる) 

しない  

(マウスクリックでのみボタンを

押すことができる)。 

リ ン ク の 検 証

は？ 

現在カーソルのある項目から、ボタンに関連づけられている項

目の間にリンクコマンドがあれば、「検証」＝Yes の場合に検証

が行われ、リンク失敗するとそこで止まる。 

リンクの検証は行われなず、リ

ンクが失敗する場合にも、そこ

で止まることはない。 

途中のコマンド

の実行は？ 

現在カーソルのある項目から、ボタンに関連づけられている項

目の間にあるコマンドのうち、フローが「F=高速」あるいは「C=

両方」になっているものが実行される。 

コマンドは何も実行されない。 
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7. 検索プログラム 
 

データの検索をする場合マジックのプログラムには位置付けと範囲指定の方法でデータを検索できるｵﾌﾟｼｮﾝがあ

ります。下記の例は位置付けの例です。 

7.1. 顧客マスターズームプログラムの位置付けの設定 
検索エリアの顧客ｺｰﾄﾞか顧客名に値を入力してタブキーを押しますとその値を基にそのﾌｨｰﾙﾄﾞの並び順

が自動的に変更され、入力した値の場所にカーソルが位置付けされます。 

7.2. 変数の設定 

 

下記が顧客マスタズームでの検索エリアです。検索に必要な顧客ｺｰﾄﾞと顧客名の変数を設定します。 

その他に検索条件によってﾃｰﾌﾞﾙのｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰの変更するための変数を設けます。 

 
 



7.2.1. ｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰの設定 
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7.2.2. 位置指定の設定 

 

ｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰを条件で変更するように設定します。 

条件で位置指定を設定します。 

顧客名の位置付条件は下記です。 
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7.2.3. ロジックの設定 

 

イベント実行のビュー再表示が実行されますとデータが選択されたキーで並び変わります。 

ロジックで下記の設定をします。 

項目レベルにはV=項目を選択します。入力した値が変更されたときに下記のロジックが実行されます。

 

顧客ﾏｽﾀｽﾞｰﾑの他に商品ﾏｽﾀｽﾞｰﾑ、顧客ﾏｽﾀ照会、商品ﾏｽﾀ照会、受注取引画面参照も同じ

方法で検索位置付を実現しています。 

 

 

 

 
 



8. 他システムからのデータ取込(XML 形式） 
 

受注データは直接入力する場合と他システムから取り込む場合があります。他社からの発注データを自社の受注

データとして受け、システム内に取り込む仕組はビジネスに不可欠になってきています。この取り込みプログラム

のテーブル形式は XML を使っています。取込みのロジック、XML スキーマの設定、Magic eDeveloperV10 のテーブ

ルリポジトリの XML の説明とプログラムの説明をします。 

8.1. 受注データ取込のロジック 
データフローを下記に表記しましす。 
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51  8 他システムからのデータ取込(XML 形式）

8.2. XML取込み用のテーブル設定 
受注データ取込み用のＸＭＬスキーマを作成し Magic eDeveloper V10 のテーブルリポジトリに XML スキーマ

（.XSD）を取込みテーブルとして認識させます。 

 

8.3. 受注データ用のXMLスキーマ 
XML Editor を使い XML スキーマを作成する。 

下記のようなイメージになります。 

 

受注ヘッダXMLスキーマ 

受注詳細XMLスキーマ 

 

 

 
 



8.3.1. 受注用XMLスキーマの取込 

XML スキーマを Magic eDeveloper V10 のテーブルリポジトリに取込みます。 

 

テーブルリポジトリに取込むと下記のようになります。 

XMLスキーマは一つのファイルですが、階層が3段階に分かれています。 

① Root 

② 受注ヘッダ 

③ 受注詳細 

下記が受注詳細のテーブルのイメージです。 
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53  8 他システムからのデータ取込(XML 形式）

8.3.2. データ取込プログラム 

 

 データを一旦メモリーテーブルにとりこみます。取込まれた後、下記の画面が表示されます。 

 

 取込みプログラムを開いて取込みたいXMLデータを選択します。 

 画面で取込んだデータのチェックをします。受注ﾃﾞｰﾀ取込確認報告書で出力してチェックができます。 

 チェック後、受注データ登録をクリックします。取消ボタンをクリックすれば登録されません。 

 

 

 

 

 

 
 



9. エクセルエキスポート 
 

受注データをテキスト形式で出力します。フィールドのセパレーションにカンマを使いその形式を CSV 形式とよん

でいます。CSV 形式であれば、そのままテキストファイルとして他のシステムで使うことができ、エクセルのファイ

ルとして関連付けがされていますので、ファイルをクリックしてオープンしますと、エクセルが自動的に起動してデ

ータをエクセル内で開くことができます。 

9.1. 出力ファイルプログラムの説明 

下記の画面で出力するパスとファイル名と指定します。 

実行をクリックすると下記の範囲指定画面が表示されます。範囲を入力して実行しますと 

データが出力され、エクセルが起動しデータがエクセルで参照できます。 
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55  9 エクセルエキスポート

 

 エクセルを起動するために下記のロジックを使っています。 

 

外部コールでO=OSコマンドで起動するパスとファイル名を指定しています。 

 

 

 
 



10. ボタンメニューの説明 
 

メニュー情報を保持するテーブルは XML 形式のテーブルで構成されています。 

ボタン形式のメニューは 3 段階のレベルでボタンを表示できる構造になっています。 

10.1. メニュー用XMLスキーマ 
下記が XML Editor を使い、表示しました XML スキーマです。 

 

Magic eDeveloper V10 のデータリポジトリに取込んだイメージが下記です。 

 

 

下記のイメージはMenuDisplayから見ています。 
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57  10 ボタンメニューの説明 
 

 

10.2. メニュー設定画面 
下記がメニュー設定画面です。 

 

1. メニュー番号 
レコードを追加する毎に新メニュー番号が取得されます。 

2. メニュー項目名 
直接入力です。 

3. プログラム項目名 
プログラム項目名はプログラム番号からズームしてズームプログラムを表示、選択するとプログラム項目

名が登録されます。 
4. プログラム番号 

プログラムをコールするズームプログラムで選択します。 
5. 表示レベル 

表示レベルは３段階にわかれています。 
１：最初のコラムにボタンを表示します。 
２：２番目のコラムにボタンを表示します。 
３：３番目のコラムにボタンを表示します。 

 



 

10.3. メニュー表 

 

ボタンにプログラム番号が入っていなければ、タイトル表示になります。 

ボタンのコラム表示の条件は下記に記しました。 
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